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自
然
と
共
生
し
、
安
心
し
て
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

本
村
も
、
鹿
児
島
県
同
様
に
厳
し
い
財
政

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、「
自
然

と
共
生
し
、
安
心
し
て
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
に
、
諸
施
策
を
推
進
し
て
参
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
90
％
以
上
を
依
存
財
源
に
頼
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
下
で
あ
る
た
め
、

構
造
的
な
財
源
不
足
は
続
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
国
の
地
方
財
政
対
策
に
留
意

し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
有
利
な
補
助

事
業
や
村
単
独
事
業
に
よ
り
、
諸
施
策
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
４
年
連
続
増
加
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
平
成
23
年
度
か
ら
減
少
に
転
じ
、
今

後
も
国
の
動
向
が
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
村
の
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
村
民
の
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
理
念
に
、
効
率
的
な

行
政
を
進
め
る
た
め　

(1) 

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
健
全
財
政
の

　

確
立

(2) 

農
林
水
産
業
の
振
興
に
よ
る
特
産
品
の　

　

開
発
及
び
販
路
の
拡
大

(3) 

定
住
促
進
対
策
に
よ
る
村
の
活
性
化

(4) 

子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境
の
充
実

(5) 

道
路
交
通
網
、
情
報
通
信
網
、
生
活
環　

　

境
の
整
備
促
進

(6) 

防
災
力
の
強
化
に
よ
る
安
全
・
安
心
な　

　

村
づ
く
り

(7) 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

以
上
、
７
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

  

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度
当
初

対
比
で
０
．
５
％
、
１
千
３
３
８
万
円
増
の
、

２
８
億
６
９
６
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
、
歳
入
に
お

き
ま
し
て
は
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、

村
債
、
県
支
出
金
で
歳
入
総
額
の
約
９
割
に

あ
た
る
25
億
１
千
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
防
災
セ
ン

タ
ー
建
設
等
の
投
資
的
経
費
が
前
年
度

対
比
６
千
７
６
１
万
４
千
円
減
額
の
、

７
億
６
千
８
９
４
万
７
千
円
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

  

ま
た
、
村
民
に
身
近
な
生
活
基
盤
の
整
備
や

扶
助
費
等
に
つ
い
て
は
財
政
上
可
能
な
限
り

取
り
入
れ
る
一
方
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努

め
、
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　

次
に
基
本
方
針
実
現
の
た
め
の
主
要
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
26
年
度

　
村
政
に
対
す
る
所
信

～ 

３
月
5
日
大
和
村
議
会
か
ら
の
全
文
掲
載 

～

　

本
村
の
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
国
の
予
算
は
、
社
会
保
障
を
始
め
と
す
る

義
務
的
経
費
等
を
含
め
、
聖
域
な
く
予
算
を

抜
本
的
に
見
直
し
た
上
で
、
経
済
成
長
に
資

す
る
政
策
に
重
点
化
を
図
る
と
の
基
本
的
な

考
え
方
に
よ
り
編
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
等
に
よ
り
社
会
保
障
関
係

費
が
増
大
す
る
中
で
、
消
費
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
平
成
26
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

国
民
に
負
担
増
を
求
め
る
際
に
、
各
経
費
が

安
易
に
膨
張
し
た
り
、
無
駄
な
経
費
が
あ
る

と
い
っ
た
批
判
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
予

算
の
重
点
化
・
効
率
化
の
推
進
に
徹
底
し
て

取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障

関
係
費
の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で

推
移
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
方
財
政
全

体
で
は
、
10
兆
６
千
億
円
と
依
然
と
し
て
多

額
の
財
源
不
足
額
が
見
込
ま
れ
る
中
、
地
方

交
付
税
が
国
の
一
般
会
計
か
ら
の
加
算
措
置

等
の
減
額
に
伴
い
２
千
億
円
減
少
す
る
一
方

で
、
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、
地
方
税

収
等
の
増
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
地
方
財
政

計
画
の
水
準
を
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
度
に

４
５
１
億
円
あ
っ
た
財
源
不
足
額
に
つ
い
て
、

県
勢
の
発
展
や
県
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
そ
の
財
源
を
十
分
に
確
保

し
た
上
で
、「
県
政
刷
新
大
綱
」
や
「
行
財
政

運
営
戦
略
」
に
基
づ
く
歳
入
・
歳
出
両
面
に

わ
た
る
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
取
組
に
よ

っ
て
、
平
成
23
年
度
以
降
解
消
さ
れ
、
平
成

26
年
度
に
お
い
て
も
財
源
不
足
の
生
じ
な
い

予
算
編
成
が
実
現
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
層
の
高
齢
化
の
進
行

や
社
会
保
障
制
度
の
改
革
に
よ
り
扶
助
費
が

引
き
続
き
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、

公
債
費
は
、
本
県
が
独
自
に
発
行
す
る
県
債

の
抑
制
に
努
め
て
い
る
も
の
の
、
地
方
交
付

税
の
振
り
替
え
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の

増
な
ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
高
水
準
で
推
移

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
奄
美
群
島
に
お
き
ま
し
て
は
、
平

成
26
年
度
は
、
奄
振
法
の
延
長
・
改
正
を
前

提
に
新
規
に
農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス
ト
支
援

や
航
空
・
航
路
運
賃
低
減
、
奄
美
群
島
世
界

自
然
遺
産
登
録
推
進
等
の
交
付
金
制
度
が
創

設
さ
れ
奄
美
群
島
の
自
立
的
発
展
、
産
業
振

興
に
向
け
て
も
非
常
に
大
切
な
年
に
な
る
と

認
識
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
26
年
度
、
本
村
の
行
財

政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

施政方針を述べる伊集院幼村長
平成２６年３月５日大和村議会

　

本
日
こ
こ
に
、
平
成
26
年
度
の
予
算
並
び

に
諸
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、

村
政
に
対
す
る
所
信
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
主
要
施
策
と
予
算
の
概
要
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
計

予
算
の
提
案
理
由
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

議
会
並
び
に
村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、
本
村
を
取
り
巻
く
財
政

状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
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(2)
　
農
林
水
産
業
の
振
興
に
よ
る
特
産
品
の
開
発
及
び
販
路
の
拡
大

　

次
に
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
よ
る
特
産

品
の
開
発
及
び
販
路
の
拡
大
で
あ
り
ま
す
。

農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

  
① 
基
幹
作
物
で
あ
る
、
ス
モ
モ
・
タ
ン
カ
ン

に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
、
土
づ
く
り
の
た

め
の
有
機
質
堆
肥
や
肥
料
及
び
苗
木
の
購
入

に
対
す
る
助
成
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
棚
毛
陣
地
区
に
整
備
し
た
実
証

農
園
を
栽
培
技
術
指
導
の
拠
点
と
し
て
活
用

し
、
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ
る
農
家
所
得
の

増
加
を
図
る
他
、
観
光
農
園
と
し
て
も
整
備

を
進
め
都
市
と
農
村
と
の
交
流
人
口
の
拡
大

を
推
進
し
ま
す
。

　

② 

平
成
24
年
度
に
選
果
機
の
更
新
を
し
た
、

湯
湾
釜
選
果
場
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
村

に
よ
る
管
理
・
運
営
を
行
い
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
農
家
の
有
利
販
売
に

努
め
ま
す
。

　

③ 

現
在
実
施
し
て
い
る
名
瀬
中
央
青
果
市

場
へ
の
集
出
荷
委
託
事
業
を
継
続
し
、
利
用

歳入総額　２８億６９６万２千円の性質別内訳歳出総額　２８億６９６万２千円の性質別内訳
自主財源　　村税など村が独自に調達するお金
依存財源　　国や県から村に入るお金

村税　　　　住民税や固定資産税などのお金
使用料　　　施設の利用料などのお金
諸収入　　　預金利子など
財産収入　　財産の貸し付けや売却による収入
繰越金　　　前年度から持ち越したお金

地方交付税　村の状況に応じて国から貰うお金
国庫支出金　事業を行うために国から貰うお金
県支出金　　事業を行うために県から貰うお金
村債　　　　村が借り入れるお金
地方譲与税　国から配分されるお金
各種交付金　国から配分されるお金

一般会計歳入

　歳入の中心を占める地方交付税は２千万円の

減額となりましたが、県支出金が地籍調査事業

や農林水産物輸送コスト支援事業などにより

３千７７０万７千円の増額、地方債が津名久防

災拠点施設の整備などにより１千７１０万円の

増額となりました。自主財源は諸収入の減額な

どにより１１１万９千円の減額となり、自主財

源比率は０．４％の減少となりました。

義務的経費　任意に削除できない経費
投資的経費　支出の効果が将来に残る経費
その他経費　義務的経費と投資的経費以外の
　　　　　　経費

公債費　　　借金の返済のための経費
人件費　　　職員給与や議員報酬など
扶助費　　　法律等に基づく福祉的経費
単独普通建設　村が単独で行う投資的経費
補助普通建設　国からの補助を受けて行う投資
　　　　　　　的経費
災害復旧事業費　災害の復旧に要する経費
物件費　　　消耗品などの消費的経費
補助費　　　各種団体へ負担や補助する経費
繰出金　　　特別会計へ払い出す経費

一般会計歳出
　義務的経費においては、公債費が新規発行
地方債の抑制や繰上償還の実施などにより減
少 し た も の の、 人 件 費 や 扶 助 費 の 増 額 に よ
り４１０万２千円の増額となりました。投資
的経費は防災センター整備事業費の減少など
により６千７６１万４千円の減額となりまし
た。その他については、物件費が地籍調査事
業 の 増 額 や ス ク ー ル バ ス の 増 台 な ど に よ り
３千２４万５千円の増額となり、補助費につい
ても航路・航空路運賃軽減等事業負担金や農林
水産物輸送コスト支援事業補助金などにより、
３千２８０万５千円の増額となりました。

(1)
　
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
健
全
財
政
の
確
立

者
の
拡
大
に
努
め
、
地
場
消
費
の
拡
大
や
産

地
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
地
元
市
場
及
び
島
内
の

現
地
視
察
等
を
継
続
実
施
し
、
栽
培
技
術
と

生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る
他
、
大
和
ま
ほ
ろ

ば
館
を
活
用
し
て
、
地
産
地
消
を
推
進
し
ま

す
。

　

④ 

県
営
農
地
環
境
整
備
事
業
を
引
き
続
き

推
進
し
、
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

⑤ 

農
地
の
有
効
活
用
対
策
と
し
て
、
農
地

動
向
や
所
有
者
の
意
向
調
査
及
び
農
家
台
帳

の
整
備
を
行
い
、
農
地
の
流
動
化
を
推
進
し
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
よ
る
農
業
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

　

⑥ 

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
の

た
め
の
地
域
活
動
や
営
農
活
動
に
対
し
て
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

⑦ 

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
は
、
奄

美
群
島
観
光
物
産
協
会
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
広
域
的
に
取
り
組
む
他
、
村
独
自
で
も

神
奈
川
県
大
和
市
や
東
京
都
板
橋
区
に
お
い

て
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
他
、
今
年
は
関

西
地
区
へ
も
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
和
ま
ほ
ろ
ば
館
を
情
報
発
信
拠

点
施
設
と
し
て
、
特
産
品
の
開
発
や
加
工
品

の
販
売
促
進
を
図
る
他
、
観
光
ル
ー
ト
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
販
売
ブ
ー
ス
の
拡
張
に

努
め
ま
す
。

 　

林
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

　

① 

平
成
23
年
度
に
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事

業
で
導
入
し
た
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
の
箱
罠
を

有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、
地
元
猟
友
会
と

連
携
を
図
り
、
迅
速
で
効
果
的
な
有
害
鳥
獣

捕
獲
事
業
を
通
年
実
施
し
、
被
害
の
防
止
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

② 

地
域
森
林
環
境
づ
く
り
促
進
事
業
や
里

山
林
機
能
回
復
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
存
松
へ
の
樹
幹
注
入
も
引
き
続

き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

③ 

特
用
林
産
物
で
あ
る
シ
イ
タ
ケ
や
シ
キ

ミ
の
栽
培
に
つ
い
て
も
実
証
農
園
で
試
験
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

④ 

治
山
事
業
を
推
進
し
、
安
全
性
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

　

① 

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金･

推
進
事

業
を
継
続
実
施
し
、
漁
場
生
産
力
の
向
上
、

海
域
環
境
の
保
全
、
漁
場
の
監
視
並
び
に
、

藻
場
の
育
成
、
各
種
苗
の
放
流
な
ど
多
面
的

機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
他
、
村
単
独
で
も

藻
場
の
造
成
を
進
め
ま
す
。

　

② 

オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
対
策
事
業
を
導
入
し

漁
場
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

　

③ 

燃
油
の
高
騰
等
に
よ
る
出
漁
機
会
の
減

少
対
策
と
し
て
、
新
た
に
燃
油
の
購
入
に
対

す
る
助
成
を
行
い
、
漁
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

商
工
業
及
び
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は

  

① 

村
内
の
商
店
は
、
村
外
消
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
た
め
、
奄

美
商
工
会
へ
助
成
を
行
い
、
商
工
会
に
よ
る

　

ま
ず
１
点
目
は
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に

よ
る
健
全
財
政
の
確
立
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
起
債
の
繰
上
償
還
の
実
施
や

新
規
発
行
債
の
抑
制
等
に
よ
り
、
公
債
費
は

減
少
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
少
子
高

齢
化
対
策
や
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
そ

し
て
地
域
活
性
化
の
た
め
の
新
た
な
財
政
需

要
も
増
え
て
く
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
行
政
事
務
全
般
に
お
け
る
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
を
は
じ
め
と
す
る
財
政
指

標
の
改
善
を
図
る
べ
く
、
歳
入
歳
出
の
徹
底

し
た
見
直
し
を
図
り
、
健
全
財
政
の
確
立
に

努
め
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
村
税
の

適
正
課
税
と
収
納
率
の
向
上
に
よ
る
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
る
と
共
に
、
事
業
の
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
補
助
事
業
を
優
先
す
る
ほ
か
、
村

債
に
つ
い
て
も
辺
地
債
や
過
疎
債
な
ど
、
で

き
る
だ
け
有
利
な
起
債
を
導
入
し
後
年
度
負

担
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
村
税
等
の

未
収
金
対
策
に
つ
い
て
は
、
徴
収
体
制
の
確

立
を
図
り
な
が
ら
、
収
納
率
の
向
上
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
経
費
の
節
減
合
理
化

を
図
り
、
消
費
的
経
費
の
抑
制
に
努
め
、
特

に
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
定
員
適
正
化
計
画

を
基
本
に
抑
制
に
努
め
ま
す
。

自主財源
248,515 千円
(9%)

国庫支出金
577,682 千円
(21%) 依存財源

2,558,447 千円
(91%)

地方交付税
1,470,000 千円
(52%)

村債
331,100 千円
(12%)

県支出金
130,245 千円
(5%)

村　税　80,899 千円 (3%)
繰入金　61,800 千円 (2%)
諸収入　46,995 千円 (2%)
使用料　36,869 千円 (1%)
その他　21,950 千円 (1%)

その他  49,420 千円 (2%)

投資的経費
768,947 千円
(27%)

義務的費
1,160,397 千円
(42%)

その他の経費
877,618 千円
(31%)

人件費
572,875 千円
(21%)

物件費
390,468 千円
(14%)

補助費
263,962 千円
(9%)

扶助費他
139,492 千円
(5%)普通建設事業費（補助）

737,797 千円
(26%)

公債費
448,030 千円
(16%)

繰出費他
223,188 千円
(8%)

普通建設事業費（単独）
31,150 千円
(1%)

5 4広報やまと３月号 広報やまと３月号



(4)
　
子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境
の
充
実

(5)
　
道
路
交
通
網
、
情
報
通
信
網
、
生
活
環
境
の
整
備
促
進

　

次
に
、
道
路
交
通
網
、
情
報
通
信
網
、
生

活
環
境
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

  

生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路
交
通
網
や
情
報
通

信
体
系
、
集
落
内
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に

つ
い
て
は
、
本
村
の
活
性
化
に
最
も
重
要
な

社
会
基
盤
で
あ
る
た
め
、
更
に
整
備
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

　

道
路
交
通
網
に
つ
い
て
は

  

① 

本
村
の
農
業
拠
点
で
あ
る
福
元
地
区
や
奄

美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

で
あ
る
、
村
道
大
棚
名
音
線
道
路
改
良
事
業

を
継
続
実
施
し
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

次
に
子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境
の
充
実

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

全
て
の
村
民
が
安
心
し
て
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
る
に
は
、
健
康
が
大
切
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
村
民
の
健
康
管
理
の

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
を
強

化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
環
境
の
整
備
や
人
間
性
豊
か

な
人
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

① 

少
子
化
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
延
長
保
育
や
土
曜
保
育
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
実
施
す
る
と
共
に
、

村
単
独
の
育
児
助
成
金
を
支
給
す
る
な
ど
子

育
て
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

　

② 

乳
幼
児
か
ら
中
学
校
卒
業
時
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

③ 

学
力
対
策
協
議
会
へ
の
助
成
を
引
き
続

き
行
い
、
基
礎
学
力
の
確
実
な
定
着
や
教
職

員
の
資
質
向
上
、
児
童
生
徒
の
体
験
活
動
に

よ
る
、
生
き
る
力
の
育
成
、
学
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

④ 

児
童
生
徒
が
郷
土
の
自
然
や
文
化
等
に

ふ
れ
る
、
体
験
活
動
を
支
援
す
る
「
大
和
っ

子
ス
ク
ー
ル
」
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、

未
来
に
羽
ば
た
く
「
大
和
っ
子
」
を
育
て
る

た
め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

⑤ 

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
期
間
中
の
公
民
館

講
座
に
つ
い
て
は
、
出
来
る
限
り
受
講
生
に

不
便
が
か
か
ら
な
い
よ
う
集
落
公
民
館
等
を

活
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

⑥ 

村
民
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
等
の
イ

ベ
ン
ト
の
継
続
実
施
や
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
大
和
体
遊
ク
ラ
ブ
」
等
と
連
携
し
、

村
民
の
健
康
増
進
に
努
め
ま
す
。

   

⑦ 

25
年
度
に
試
行
運
行
を
実
施
し
た
国
直
、

湯
湾
釜
方
面
か
ら
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。

一般会計歳出総額　２８億６９６万２千円の目的別内訳
単位：千円、（　）内は構成比

消防費
618,003
(22.0%)

公債費
448,030
(16.0%)

総務費
403,782
(14.4%)

民生費
357,089
(12.7%)

土木費
329,930
(11.8%)

衛生費
224,351
(8.0%)

教育費 185,198  (6.6%)　　農林水産業費 149,861 (5.3%)　　その他（議会費・商工費・予備費他） 90,718 (3.2%)

平成 26年度

歳出費目
消防費 378,000 円
公債費

消防活動や救急活動など

議会運営や商工業の振興、災害復旧など

総務費
民生費
土木費
衛生費
教育費

農林水産業費
その他の経費

274,000 円
247,000 円
218,400 円
201,800 円
137,200 円
113,300 円

91,600 円
55,500 円

村民１人当たり 使われた内容

合　計 1,716,800 円   平成 26 年 4 月 1 日現在人口：1,635 人

これまでの施設整備のなどで借りたお金の返済など
総務管理や財産管理、企画調整、地域振興、税務事務など
児童や高齢者、障害者の福祉など
道路や公園、住宅の整備など
健康増進事業やごみ、し尿の処理など
学校の管理運営や施設整備、生涯学習の推進など
農業や林業、水産業の振興など

(3)
　
定
住
促
進
対
策
に
よ
る
村
の
活
性
化

　

次
に
定
住
促
進
対
策
に
よ
る
村
の
活
性
化

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

定
住
促
進
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は

　

① 

高
校
生
通
学
バ
ス
の
全
額
助
成
を
は
じ

め
、
出
産
祝
金
、
育
児
助
成
金
、
新
築
住
宅

助
成
金
、
里
親
助
成
金
、
今
里
親
子
留
学
助

成
金
等
の
交
付
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

特
に
新
築
住
宅
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
２
０
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
に
増
額
し

村
内
定
住
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

② 

公
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
今
後

は
、
需
要
の
実
態
等
を
調
査
し
、
単
身
者
向

け
の
新
た
な
タ
イ
プ
の
住
宅
の
建
設
に
つ
い

て
も
、
建
設
計
画
を
策
定
し
、
定
住
促
進
を

図
り
ま
す
。

　

③ 

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
村
内
の
住
宅
に

つ
い
て
は
、
年
次
的
に
改
修
等
を
行
い
な
が

ら
住
居
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

④ 

24
年
度
に
発
足
し
た
、
定
住
促
進
対
策

検
討
委
員
会
等
で
、
村
外
か
ら
の
転
入
者
の

増
加
策
や
村
内
在
住
者
の
転
出
防
止
策
等
の

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
向

か
ら
そ
の
対
策
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

⑤ 

個
人
が
行
う
空
き
家
改
修
に
対
す
る
新

た
な
助
成
制
度
に
よ
り
、
転
入
者
の
住
居
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

　

⑥ 

若
者
の
出
会
い
の
機
会
を
設
定
す
る
婚

活
支
援
を
行
い
、
定
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
内
の
村
道
に
つ
い
て
は
集
落

排
水
事
業
と
併
せ
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

② 

村
道
等
の
除
草
や
路
面
補
修
等
を
行
い
、

安
全
で
快
適
な
通
行
を
図
る
た
め
、
維
持
補

修
に
努
め
ま
す
。

  

③ 

主
要
地
方
道
名
瀬
瀬
戸
内
線
の
ト
ン
ネ
ル

化
を
含
む
整
備
に
つ
い
て
は
、
隣
接
市
町
村

や
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
早
期
着
工

に
向
け
て
事
業
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

④ 

県
道
の
一
部
の
区
間
に
お
い
て
、
権
限

委
譲
に
よ
り
、
村
が
直
接
維
持
管
理
を
行
う

こ
と
で
、
村
内
雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

情
報
通
信
体
系
に
つ
い
て
は

　

① 

こ
れ
ま
で
に
整
備
し
て
き
た
、
防
災
行

政
無
線
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
、
衛
星
携
帯
電
話

等
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
訓
練
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

に
努
め
ま
す
。

　

② 

奄
美
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
村
民

が
聴
取
す
る
情
報
源
と
し
て
大
変
有
効
な
手

段
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
身
近
な
生
活

情
報
や
災
害
時
の
防
災
情
報
等
、
村
の
情
報

を
積
極
的
に
提
供
し
、
村
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
す
。

　

③ 

広
報
や
ま
と
の
更
な
る
充
実
、
防
災
行

政
無
線
等
に
よ
る
広
報
活
動
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
充
実
等
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

 　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は

　

① 
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
生
活
排
水
対

策
と
し
て
、
東
部
地
区
と
併
せ
て
中
部
地
区

の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

　

② 

ご
み
の
分
別
収
集
を
行
い
、
資
源
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
を
図
り
、
ご
み
の
減
量

化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
環
境
保
全
の
面
か

ら
関
係
機
関
と
連
携
し
、
車
輌
の
放
置
防
止

や
ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

③ 

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
は
、
近
年
、

減
少
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
一

部
有
料
に
よ
り
駆
除
用
薬
品
を
配
布
し
、
駆

除
に
努
め
ま
す
。

　

自
然
保
護
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
は

　

① 

奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
や
奄
美

自
然
体
験
活
動
推
進
協
議
会
等
と
連
携
し
、

自
然
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

② 

鹿
児
島
・
沖
縄
両
県
を
は
じ
め
群
島
内

各
市
町
村
と
連
携
し
て
、
奄
美
群
島
の
国
立

公
園
化
や
世
界
自
然
遺
産
へ
の
早
期
登
録
を

目
指
し
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

③ 

植
生
破
壊
等
に
よ
る
生
態
系
へ
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
継
続
し
て
、
ヤ
ギ
被
害

防
除
対
策
事
業
に
よ
り
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
実

施
す
る
ほ
か
、
ノ
イ
ヌ
、
ノ
ネ
コ
対
策
に
つ

い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

④ 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
自
然
保
護
推
進

員
を
配
置
し
、
希
少
種
の
生
息
調
査
や
盗
採

掘
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

経
営
改
善
普
及
指
導
等
を
支
援
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

継
続
実
施
し
、
村
内
商
店
の
利
用
促
進
を
支

援
し
ま
す
。

　

② 

連
合
青
年
団
主
催
の
ひ
ら
と
み
祭
り
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
助
成
し
、
開
催
準
備

等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

③ 

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
の
経
営
改
善
、
雇
用

の
確
保
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
村
独
自
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
を
誘
致
し
、
奄
美

フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
の
利
用
促
進
を
図
り
、

経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

　

④ 

県
と
連
携
し
、
奄
美
大
島
本
島
の
西
回

り
ル
ー
ト
で
あ
る
名
瀬
瀬
戸
内
線
沿
線
に
引

き
続
き
公
園
を
整
備
し
、
観
光
の
振
興
と
併

せ
て
村
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

　

⑤ 

全
国
版
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
ト
レ
イ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

村
の
Ｐ
Ｒ
等
に
つ
な
が
る
た
め
、
今
後
と
も

開
催
に
つ
い
て
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

⑥ 

交
流
自
治
体
関
係
者
を
村
内
へ
招
待
す

る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
本
村
の
魅

力
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
交
流
人
口
の
増

加
を
図
り
ま
す
。

消防費
710,686
(25.4%)

公債費
465,490
(16.7%)

総務費
370,196
(13.3%)

民生費
325,763
(11.7%)

土木費
302,126
(10.8%)

衛生費
209,535
(7.5%)

平成 25年度

教育費 176,578  (6.3%)　　農林水産業費 147,414 (5.1%)　　その他（議会費・商工費・予備費他） 89,794 (3.2%)
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(6)
　
防
災
力
の
強
化
に
よ
る
安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り

(7)
　
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

そ
し
て
７
点
目
は
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

① 

診
療
所
を
は
じ
め
県
や
健
康
づ
く
り
リ

ー
ダ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
各
種

検
診
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
教

育
及
び
訪
問
指
導
の
強
化
や
個
人
レ
ベ
ル
で

の
健
康
づ
く
り
の
意
識
の
高
揚
な
ど
、
健
康

増
進
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も
昨
年
度
同
様
に

各
集
落
で
検
診
を
行
う
な
ど
、
特
定
検
診
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

  

② 

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
村

民
の
健
康
増
進
と
と
も
に
、
介
護
保
険
料
の

抑
制
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
引
き
続
き

集
落
介
護
予
防
教
室
や
タ
ラ
ソ
利
用
助
成
な

ど
健
康
増
進
活
動
を
実
施
し
、
村
民
の
介
護

予
防
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

③ 

介
護
支
援
事
業
所
・
国
保
大
和
診
療
所

と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
訪
問
指
導
や
健

康
相
談
等
を
充
実
し
、
個
々
の
健
康
意
識
を

高
め
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
支
援
を
継

続
し
て
行
い
な
が
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、
高
齢
者
等
の
安
全
・
安
心
な
生
活

支
援
、
在
宅
訪
問
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

④ 

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
育
成
補
助
及
び
各
種

大
会
の
参
加
助
成
を
行
い
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

⑤ 

大
和
の
園
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
施
設
と
し
て
、
入
所
者
が
受
け
た
い

介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
入
所

者
が
安
全
・
安
心
な
園
生
活
が
送
れ
る
た
め

の
施
設
改
善
や
健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

  

⑥ 

住
民
主
体
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
支
え
合
い
活
動
を
支
援
い
た
し
ま

す
。

　

⑦ 

障
害
者
等
の
行
き
場
づ
く
り
事
業
に
対

し
、
継
続
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

⑧ 

高
齢
者
の
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
や
社

会
参
加
活
動
に
対
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
介
護
予
防
へ
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
、
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ

イ
ン
ト
事
業
を
推
進
い
た
し
ま
す
。　

　

以
上
、
村
政
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
の

概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

私
も
２
期
目
に
入
り
目
標
と
す
る
施
策
の

成
果
は
、
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
が
、
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
本
村
の
発
展
の
た
め

に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
効
率
的
な
予
算
執
行
の
基
で
、

所
期
の
目
的
を
達
成
す
べ
く
、
全
職
員
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
、
村
民
と
と
も
に
夢
を
持

ち
、
自
然
に
や
さ
し
い
、
大
き
く
和
す
る
、

明
る
く
心
豊
か
な
ま
ほ
ろ
ば
大
和
の
創
造
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
功
績
を
守

り
な
が
ら
、「
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
」
を

継
承
し
、
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
の
施
策

を
講
じ
て
参
り
ま
す
と
共
に
、
大
和
村
の
基

本
理
念
で
あ
る
「
自
然
と
共
生
し
、
安
心
し

て
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め

に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
も
、
村
政
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

村
民
の
立
場
に
立
っ
て
行
う
こ
と
を
基
本
と

し
、
施
策
実
現
の
た
め
に
邁
進
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
村
議
会
並
び
に
村

民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
防
災
力
の
強
化
に
よ
る
安
全
・
安

心
な
村
づ
く
り
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
多
発
傾
向
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
災
害

か
ら
村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
防
災

力
の
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

① 

村
民
の
防
災
意
識
を
高
め
災
害
時
に
迅

速
・
的
確
に
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
消
防

や
集
落
、
各
種
団
体
と
連
携
し
、
全
村
民
を

対
象
と
し
た
総
合
防
災
訓
練
を
継
続
し
て
実

施
い
た
し
ま
す
。

　

② 

各
集
落
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化

を
図
る
た
め
訓
練
等
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

　

③ 

災
害
時
の
避
難
施
設
で
あ
る
集
落
公
民

館
等
に
つ
い
て
は
、
年
次
的
に
避
難
所
と
し

て
の
機
能
の
向
上
を
図
る
等
、
防
災
関
連
施

設
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

④ 

防
災
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
総
合
的
な

防
災
機
能
を
備
え
た
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建

設
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

⑤ 

災
害
か
ら
村
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

奄
美
豪
雨
災
害
や
東
日
本
大
震
災
の
自
然
災

害
を
教
訓
に
、
大
和
村
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
等
を
行
い
、
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

　

⑥ 

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

継
続
事
業
と
新
規
も
含
め
て
推
進
い
た
し
ま

す
。

高齢者福祉の充実

タラソ利用助成　　　  1,320 千円
障害者行き場づくり　2,252 千円
元気度ｱｯﾌﾟﾎﾟｲﾝﾄ事業　2,120 千円
敬老年金 　　　　　　8,940 千円
高齢者バス賃　　　　2,520 千円
介護手当　　　　　　  1,920 千円
社会福祉協議会補助金  3,000 千円
老人クラブ育成事業　1,070 千円

防災力の強化による安心・
安全な村づくり

防 災 セ ン タ ー 整 備 404,697 千 円
避難所整備　　　　　70,000 千円
常備消防費　　　　115,054 千円
非常備消防費　　　　10,285 千円
消防施設費　　　　　　268 千円
災害対策費　　　　　1,836 千円
防災無線保守委託費　2,575 千円
災害救助費　　　　　　450 千円

道路交通網、情報通信網、
生活環境の整備促進

大棚名音線改良工事  211,100 千円
村道舗装補修費　　　40,000 千円
床 版 橋 建 設 事 業　　2,600 千 円
県単補助治山事業　　  8,100 千円
集落排水（東部）　344,700 千円
集落排水（中部）　　　13,650 千円
あまみＦＭ中継局管理　840 千円
広報やまと印刷費　　1,245 千円

子育て支援及び教育環境の
充実

乳幼児医療費助成　　1,604 千円
子ども医療費助成　　1,006 千円
ひとり親家庭医療費   1,004 千円
児童手当　　　　　　15,000 千円
保育所運営費　　　　39,214 千円
スクールバス運行　　 12,000 千円
公民館費　　　　　　14,730 千円
学力対策協議会補助金 　950 千円

定 住 促 進 対 策 に よ る 村 の
活性化

出産祝金　　　　　　2,500 千円
育児助成　　　　　　3,060 千円
高校生通学バス助成　12,579 千円
里親助成　　　　　　　360 千円
今里親子留学助成　　2,400 千円
新築住宅助成　　　　  1,000 千円
空家改修助成　　　　　600 千円
住宅購入費　　　　　  3,000 千円

農林水産業の振興による特
産品の開発及び販路の拡大

農業生産向上助成事業 7,321 千円
鳥獣被害防止対策事業　640 千円
里山林機能回復事業　3,040 千円
ｵﾆﾋﾄﾃﾞ駆除・藻場造成　1,330 千円
水産振興助成金　　　　300 千円
水産品販売及び広報費 1,908 千円
観光誘致助成事業　　1,009 千円
ﾌｫﾚｽﾄﾎﾟﾘｽ管理委託料　8,160 千円

行 財 政 改 革 の 推 進 に よ る
健全財政の確立

村民税　　　　　　　35,840 千円
固定資産税　　　　　34,209 千円
村たばこ税　　　　　  6,806 千円
軽自動車税　　　　　  4,044 千円
村営住宅使用料　　　33,984 千円
村債借入れ　　　　  331,100 千円
村債償還金（元金）　397,549 千円
村債償還金（利子）　50,481 千円

ボランティアヘアーカット（大和の園） 消防出初め式（大和中校庭） 村内一周駅伝競走大会（名音隧道）  いもーれ学校週間（大和中） お店屋さんごっこ（大和保育所） スモモ天日干し（大和まほろば館） 全職員輪番でトイレ清掃（大和村役場）
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第
86
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
（
日
本
高
校

野
球
連
盟
・
毎
日
新
聞
社
主
催
）
に
奄
美
市

名
瀬
の
県
立
大
島
高
校
が
「
21
世
紀
枠
」
と

し
て
選
出
さ
れ
、
鹿
児
島
県
の
離
島
勢
と
し

て
初
め
て
甲
子
園
初
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
「
島
か
ら
甲
子
園
！
」
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

に
市
街
地
で
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
地

元
新
聞
社
は
号
外
を
発
行
。
島
内
各
地
で
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
懸
垂
幕
、
ポ
ス
タ
ー
が

掲
示
さ
れ
た
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
市
民

ら
の
応
援
動
画
が
投
稿
さ
れ
る
と
瞬
く
間
に

全
国
へ
拡
散
。
島
民
の
盛
り
上
が
り
は
60
年

前
の
「
奄
美
群
島
日
本
復
帰
以
来
」
と
言
わ

れ
る
程
で
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
３
月
25
日
の
決
戦
当
日
。

阪
神
甲
子
園
球
場
は
異
様
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
球
場
の
周
り
は
大
高
ス
ク
ー
ル

カ
ラ
ー
の
緑
色
の
キ
ャ
ッ
プ
と
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
身
に
つ
け
た
人
た
ち
が
列
を
な
し
、
周
囲

で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
方
言
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。
一
球
ご
と
に
揺
れ
る
よ
う
な
歓
声

の
雰
囲
気
に
、
対
戦
相
手
の
龍
谷
大
平
安
高

校
（
京
都
府
）
原
田
監
督
が
「
ア
ウ
ェ
ー
（
敵

地
）
で
試
合
を
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」
と

感
想
を
漏
ら
す
ほ
ど
。

　

試
合
は
初
回
か
ら
大
島
高
校
の
先
頭
バ
ッ

タ
ー
が
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
す
る
な
ど
チ
ャ
ン
ス

メ
イ
ク
。
守
っ
て
は
エ
ー
ス
福
永
が
打
た
せ

て
取
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
相
手
打
線
を
翻
弄
し
、

五
回
表
ま
で
１
対
１
の
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
し

ま
し
た
。

感動をありがとう。
第８６回選抜高校野球大会・大島高校出場

　

結
果
は
・
・
・
ご
存
じ
の
と
お
り
２
対
16

の
大
差
で
大
島
高
校
は
破
れ
ま
し
た
。
勝
負

の
世
界
で「
た
ら
」「
れ
ば
」は
タ
ブ
ー
で
す
が
、

三
度
の
本
塁
憤
死
や
走
塁
ミ
ス
な
ど
が
な
け

れ
ば
も
っ
と
違
っ
た
流
れ
に
な
っ
て
い
た
は

ず
。
両
校
の
実
力
は
点
差
ほ
ど
開
い
て
な
か

っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
（
実
際
に
今
大
会

平
安
高
校
か
ら
二
桁
安
打
を
放
っ
た
の
は
大

島
高
校
の
み
と
い
う
強
打
ぶ
り
で
し
た
）。

　

試
合
を
終
え
、
感
動
に
涙
す
る
大
人
た
ち

と
は
対
照
的
に
ス
タ
ン
ド
前
に
整
列
し
た
選

手
た
ち
の
表
情
は
笑
顔
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
夢
の
大
舞
台
に
立
ち
、
全
力
で
プ
レ

ー
す
る
彼
ら
の
姿
は
全
国
の
シ
マ
ッ
チ
ュ
に

勇
気
と
誇
り
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
日
本
復

帰
60
年
や
世
界
自
然
遺
産
登
録
と
い
う
節
目

を
迎
え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
る
奄
美
大

島
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
夢
の
２
か
月
間
だ

っ
た
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

奄
美
が
甲
子
園
熱
か
ら
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
始
め
た
4
月
３
日
、
思
わ
ぬ
朗
報
が
飛

び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
甲
子
園
出
場
校
の
応

援
団
を
対
象
に
し
た
「
応
援
団
賞
」
の
発
表

が
あ
り
、
大
島
高
校
応
援
団
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
の
で
す
。
く
し
く
も
一
回
戦
で
大

島
高
校
と
対
戦
し
た
龍
谷
大
平
安
高
校
は
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
も
シ
マ
ッ
チ
ュ
た

ち
の
記
憶
に
残
る
あ
の
試
合
は
第
86
回
セ
ン

バ
ツ
大
会
の
「
勝
負
」
と
「
応
援
」
の
ダ
ブ

ル
優
勝
の
1
回
戦
と
し
て
記
録
に
も
残
り
ま

し
た
。
感
動
の
ド
ラ
マ
を
く
れ
た
選
手
と
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

感動をありがとう。
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満
開
の
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
の
下
で
森
林
浴

　

第
12
回
ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
（
大
和
村
・
大
和
村
教
育
委
員
会
主
催
）

が
１
月
26
日
（
日
）
に
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ

リ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
村
内

外
か
ら
３
０
１
人
が
参
加
し
、
見
頃
を
迎
え

た
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
を
眺
め
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ー
ス
（
４
キ
ロ
）、
桜
並
木
散
策
コ
ー
ス
（
６

キ
ロ
）、
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
（
８
キ
ロ
）
の

３
コ
ー
ス
が
あ
り
、
午
前
10
時
に
管
理
棟
前

を
ス
タ
ー
ト
。
参
加
者
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
疾

走
す
る
方
も
い
れ
ば
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し

ゆ
っ
く
り
と
歩
く
方
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

む
方
な
ど
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
足
を
進
め

ま
し
た
。

　

見
所
は
数
百
本
の
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
が
咲
く

水
辺
の
広
場
の
桜
並
木
。
そ
れ
ぞ
れ
撮
影
ポ

イ
ン
ト
で
足
を
止
め
、
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
で
記
念
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
恒
例
の
豚
汁
販
売
や
地

場
産
農
産
物
の
販
売
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
航
空
券
な
ど
豪

華
景
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
を
開
催
。

当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
度
に
参
加
者
か
ら

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

同
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
は
、
ヒ
カ
ン
ザ
ク

ラ
の
開
花
に
併
せ
毎
年
１
月
の
最
終
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
来
年
も
多
く
の
方
の

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

宮
古
崎
の
再
生
に
協
力
し
ま
せ
ん
か
？

　

第
５
回
宮
古
崎
つ
つ
じ
ウ
ォ
ー
ク
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
が
３
月
9
日
（
日
）、
国
直

集
落
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
国
直
公
民
館
か
ら
国
定
公
園
宮

古
崎
ま
で
往
復
５
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
き
、

宮
古
崎
に
ツ
ツ
ジ
の
苗
を
植
樹
す
る
と
い
う

催
し
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
も
関

わ
ら
ず
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

宮
古
崎
は
奄
美
市
名
瀬
根
瀬
部
集
落
と
大

和
村
国
直
の
間
に
位
置
し　

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

チ
ク
に
覆
わ
れ
た
岬
一
帯
は
方
言
で
サ
サ
ン

ト
ウ
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ

た
宮
古
崎
で
す
が
、
道
路
整
備
に
伴
い
盗
掘

が
相
継
ぎ
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、「
人
の
手
で
壊
さ
れ

た
自
然
は
人
の
手
で
再
生
し
よ
う
」
と
、
国

直
青
壮
年
団
（
岡
崎
勇
次
団
長
）
を
中
心
と

す
る
メ
ン
バ
ー
が
タ
イ
ワ
ン
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の

植
樹
を
計
画
。
植
樹
と
あ
わ
せ
て
自
然
保
護

の
啓
発
、
盗
掘
防
止
の
広
報
活
動
を
行
お
う

と
始
め
た
の
が
同
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
参
加
者

は
起
伏
の
激
し
い
コ
ー
ス
を
元
気
に
歩
き
、

ツ
ツ
ジ
の
苗
１
５
０
本
を
植
え
ま
し
た
。

　

公
民
館
に
帰
着
後
は
婦
人
会
が
昼
食
に
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
振
る
舞
っ
た
ほ
か
、
集
落
民

に
よ
る
「
集
落
散
策
案
内
」
や
地
元
の
若
者

達
に
よ
る
「
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
。
公
民

館
は
終
日
賑
や
か
な
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
宮
古
崎

の
再
生
に
協
力
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

①コース一番の難所崎ノ浜の階段　②宮古崎はリュウキュウチクの草原　③植樹を終え記念写真　④第１回から参加
の伊集院村長　⑤荒天の中２００人が参加　⑥コースは宮古崎折返し５キロ　⑦昼食はカレーライスとイノシシ汁

① ② ③

④ ⑤

⑥ ⑦
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鹿児島県は、県内行政広報の向上に資することを

目的として県内の市町村が一年間に発行・発表

した広報媒体を対象として、広報誌・一枚写真・組み

写真・ウェブサイトの４部門において広報コンクール

を開催しています。

　２月１０日、鹿児島県知事公室秘書広報課から平成

２５年度鹿児島県広報コンクールの審査結果が発表さ

れ、広報誌部門において本村広報誌「広報やまと３月

号」が４年連続４度目の入選を果たしたほか、写真部

門において一枚写真「ワキャシマヌウタを唄う」及び

組み写真「ひらとみ祭り舟漕ぎ競争」が入選。広報誌

３部門において入選の栄誉を賜りました。

　このことは、関係各位のご協力はもとより、広報の

各ページを飾った村民のみなさんの日頃のご尽力の賜

だと感謝する次第です。

　身に余る高い評価いただいたことに奢ることなく、

これからも「頑張る村民を応援する広報誌づくり」を

目指して参ります。

　今後とも村広報行政へご指導とご鞭撻を賜りますよ

うお願い申し上げ、鹿児島県広報コンクール入選のご

報告と致します。

平成２６年第１回大和村議会定例会が３月２８日

に開催され、平成２６年度一般会計補正予算案

の他、泉有智氏を副村長に選任する同意議案が提出。

賛成多数で承認されました。

　泉氏は本村思勝出身の６３歳。武蔵工業大学を卒業

後、昭和５４年に大和村役場に入庁。在職中の大半を

建設畑で勤め上げ、自身も建築士の資格を有するなど

の根っからの「技術屋」。建設課長、総務企画課長を

歴任し、平成２３年から３年間大和村教育長を務めま

した。

　泉氏は「伊集院村長の２期目は、村の人口減少対策

や奄美群島世界自然遺産登録、奄振交付金制度の運用

開始など大変重要な時期を迎えています。村長が取り

組む『村民目線の行政』と『職員の意識改革』に全力

で取り組みたい」と抱負を語りました。

　職員時代には「課長」「課長補佐」という立場で伊

集院村長と机を並べた経験を持つ泉氏。伊集院村長の

補佐役として、行政経験豊富な泉氏の手腕に期待が高

まります。

　なお、副村長の任期は平成２６年４月１日から平成

３０年３月３１日までの４年間。

行政経験豊かな手腕に期待

頑張る村民を応援する広報誌づくりを

泉有智氏が副村長に就任

広報やまとが鹿児島県広報コンクール３部門で入選

大和まほろば福祉まつり（大和村・大和村地域包

括支援センター主催）が３月１６日に大和村体

育館にて開催されました。

　会場では、村内の地域支え合い団体らが生産する農

産物や加工品などを販売するブースが多数出展された

ほか、名音小学校の児童らによるシマウタと三味線の

演奏が披露され雰囲気を盛り上げました。

　基調講演は「本人や家族の思いに寄り添うケアの試

み～ホームホスピスかあさんの家の実践から～」と題

し、ＮＰＯ法人ホスピス宮崎の市原美穂理事長が講演。

宮崎市内で「ホームホスピスかあさんの家」を運営す

る市原理事長の実践する「在宅に近い生活環境の中で

看取る」活動が語られました。

　市原理事長は、自身の介護体験を交え「一番大切な

のは本人の思い。納得できるまで話し合い意思表示を

しておくことが大事」と説きました。

　このほか事例報告が行われ、行政、社協、地域、家

族の立場から４人が活動を発表しました（写真）。

　家族の立場から登壇した三田陽一郎さん（３１歳）

は自宅で祖母をみとった体験を振り返り、「家族の衰

えを間近で見る在宅介護は辛いが、地域の力を借り後

悔しない最後を遂げさせてほしい」と語りました。

大和村副村長の永野豊氏（６６歳）から退職の申

し出があり、伊集院村長がこれを受理。３月

１９日付けで副村長の職を勇退いたしました。

　永野副村長は、昭和４７年大和村役場に入庁し、住

民課、経済課、建設課長、総務課長を経て、平成１４

年から大和村助役（後に副村長）に就任。３期１２年

の副村長職をはじめ４２年間の永きにわたり大和村政

発展のためご尽力下さいました。

　永野副村長は議会本会議に登壇し「今日まで村長の

補佐役として業務を遂行できたのも議会の皆様や上

司、同僚、村民の皆様の温かいご指導とご協力の賜で

あると感謝申し上げます。明日からは集落に帰り、一

村民として村政の発展に協力させていただき、共に歩

ませていただきます」と感謝の意を述べられました。

　庁内きっての『政策通』として知られ、温厚、きさ

くな人柄で職員や議員の信頼も厚かった永野副村長。

退職後は健康に留意され新たな立場でご活躍いただき

村政発展のためご指導・ご鞭撻下さいますようお願い

いたします。

　長い間の役場務め本当にお疲れさまでした。そして、

ありがとうございました。

４２年間ありがとうございました

本人や家族の思いに寄り添うケア

永野豊副村長が退任

大和まほろば福祉まつりを開催
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平
成
25
年
度
ま
で
、
生
き
ハ
ブ
の
買
い
上
げ

単
価
は
一
匹
あ
た
り
４
，
０
０
０
円
で
行
な
っ

て
い
ま
し
た
、
そ
の
内
訳
は
、
県
補
助
額
が
２
，

０
０
０
円
、
村
負
担
額
が
２
，
０
０
０
円
で
す
。

　

こ
の
度
、
鹿
児
島
県
の
生
き
ハ
ブ
捕
獲
奨
励
買

上
事
業
に
係
る
買
い
上
げ
金
の
改
定
が
な
さ
れ
、

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
ハ
ブ
一
匹
あ
た
り
の
買

い
上
げ
に
係
る
県
補
助
額
が
１
，
５
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
奄
美
大
島
５
市
町
村
に
お

い
て
、
一
匹
あ
た
り
の
買
い
上
げ
に
係
る
負
担
額

を
県
と
同
額
の
１
，
５
０
０
円
と
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
捕
獲
さ
れ
た
生
き
ハ
ブ
の
買
い
上
げ

単
価
は
一
匹
あ
た
り
３
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
す

（
県
１
，
５
０
０
円
・
村
１
，
５
０
０
円
）。

　

買
取
単
価
が
減
額
と
な
り
ま
す
が
村
民
の
み
な

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

大
和
村
役
場　

住
民
税
務
課
生
活
係

　

電
話
：
0
９
９
７
―
５
７
―
２
１
１
１

　
　
　
　

内
線
１
４
１　

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
奄
美
市
役
所
及
び
龍

郷
町
役
場
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
や
受
取
な
ど
の

手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た  

（
大
和
村
で

は
す
で
に
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
）。
そ
れ
に
伴
い
県
大
島
支
庁
総
務
企
画
課
の

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
で
の
申
請
受
付
は
３
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
以
降
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
す
る
方

は
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
役
場
で
の
手
続

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
，
３
月
31
日
ま
で
に
県
大
島
支
庁
総
務
企

画
課
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
申
請
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
取
は
４
月
以
降
も
県
大
島

支
庁
総
務
企
画
課
、
ま
た
は
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

□
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
終
了
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
県
大
島
支
庁
総
務
企
画
課

　

電
話
：
0
９
９
７
―
５
２
―
１
０
９
８

□
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

大
和
村
役
場
総
務
企
画
課

　

電
話
：
0
９
９
７
―
５
７
―
２
１
１
１
１

　
　
　
　

内
線
１
３
７

　

Ａ
Ａ
と
は
、
自
ら
に
飲
酒
の
問
題
が
あ
り
、
そ

の
飲
酒
の
と
ら
わ
れ
か
ら
回
復
し
よ
う
と
い
う
人

た
ち
の
自
助
グ
ル
ー
プ
で
す
。「
酒
を
や
め
た
い

と
い
う
願
い
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け
が
メ
ン

バ
ー
の
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
一
切

問
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
、
私
た
ち
「
AA
徳
之
島
ア
イ
ラ
ン
ド

グ
ル
ー
プ
」と「
AA
あ
ま
み
ア
ダ
ン
グ
ル
ー
プ
」は
、

左
記
の
と
お
り「
第
1
回
オ
ー
プ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー

ズ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。か
つ
て
の
問
題
飲
酒
者
で
あ
る
私
た
ち
が
、

ど
う
や
っ
て
飲
酒
へ
の
と
ら
わ
れ
か
ら
解
放
さ
れ

て
き
た
か
、
AA
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を

語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
家
の
先
生
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

に
つ
い
て
の
講
演
、
さ
ら
に
行
政
、
医
療
の
現
場

で
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
関
係
者
の
お
話
な

ど
、
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

お
酒
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
本
人
、
ご
家
族
、

医
療
・
福
祉
・
保
健
・
教
育
・
民
生
委
員
・
更
生

保
護
・
他
関
係
者
の
皆
様
、
ま
た
関
心
あ
る
方
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

□
開
催
日
時
：
平
成
26
年
5
月
24
日
（
土
曜
日
）

　

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
30
分

□
会
場
：
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
４
F
大
会
議
室

　

〒894-8501 

奄
美
市
名
瀬
永
田
町17-3

□
講
演
：
奄
美
病
院
精
神
科
医
師　

佐
藤
伸
一
郎

　

先
生
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
」

□
お
問
い
合
わ
せ
：
あ
ま
み
ア
ダ
ン
グ
ル
ー
プ

　

電
話
：
０
９
０
―
３
４
０
０
―
７
４
６
１

　

本
村
に
お
い
て
は
、
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
高
等
学
校
及
び
大
学

等
へ
の
進
学
困
難
な
生
徒
に
対
し
て
学
資
を
貸
与

し
て
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
奨
学
資
金

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
奨
学
生
の
資
格

　

奨
学
金
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
者

（
奨
学
生
）
は
、
本
村
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上

居
住
し
て
い
る
者
の
子
弟
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
に
在
学
し
て
い
る
者
で
、
品
行
方
正
、
学
力

優
秀
で
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

□
貸
付
金
額

　

高
等
学
校
奨
学
生　
　
　

月
額
一
万
円

　

高
等
専
門
学
校
奨
学
生　

月
額
一
万
五
千
円

　

短
期
大
学
奨
学
生　
　
　

月
額
二
万
円

　

大
学
奨
学
生　
　
　
　
　

月
額
三
万
円

□
貸
付
の
期
間

　

貸
付
を
決
定
し
た
月
か
ら
貸
与
を
受
け
た
者
が

在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
修
学
期
間
の
終
了
す
る

月
ま
で
の
期
間

□
資
金
の
返
還

　

卒
業
の
日
か
ら
起
算
し
て
６
ヶ
月
後
か
ら
、
下

記
の
期
間
内
に
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
で
返
還
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

高
等
学
校
奨
学
生　
　
　

６
年

　

高
等
専
門
学
校
奨
学
生　

８
年

　

短
期
大
学
奨
学
生　
　
　

６
年

　

大
学
奨
学
生　
　
　
　
　

８
年

※　

大
和
村
奨
学
資
金
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と

は
、
大
和
村
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

奨
学
資
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回
復

生
き
ハ
ブ
買
い
上
げ
は
３
千
円
に

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
の
終
了
に
つ
い
て

鹿児島県県教育委員会から平成２６年度の定期人

事異動が発表されました。異動規模は前年度よ

り１９人少ない２９２８人。大和村関係分は転出者９

名、転入者１４名、計２３名の異動となりました。転

出される先生方「ありがっさまりょ～た！」

□転出者

戸口小・龍郷町　　晨原弘久校長（大和小）

川尻小・指宿市　　井上真奈美教諭（大和小）

退職　　　　　　　竹本奈美教諭（大和小）

南薩少年自然の家　上野達也教頭（大棚小）

諏訪小・曽於市　　平山淳郎教頭（名音小）

山田小・姶良市　　播磨芳郎事務職員（名音小）

退職　　　　　　　神田麻里講師（名音小）

野田中・出水市　　大野暁教頭（大和中）

田検中・宇検村　　山田良太教諭（大和中）

緑が丘小・奄美市　濱田智江美養護教諭（大和中）

□着任者

大和小　渡島正広校長　（伊津部小・奄美市）

大和小　福山貴章教諭　（曽木小・伊佐市）

大和小　城山加寿乃教諭　（期限付採用）

大棚小　田畠正英教頭　（牧ノ原小・霧島市）

名音小　長田正浩教頭　（早町小・喜界町）

名音小　金井百合子講師　（育児休暇代替）

名音小　北岡勝教諭　（期限付採用）

名音小　作井由希乃教諭　（期限付採用）

名音小　山田智子事務職員　（期限付採用）

今里小　登島梨沙教諭　（期限付採用）

今里小　原彩教諭　（期限付採用）

大和中　前泊勝利教頭　（小宿中・奄美市）

大和中　松下賢司教諭　（上小原中・鹿屋市）

大和中　沖田優子養護教諭　（住用中・奄美市）

大和村立今里小学校（真辺幸成校長・児童４名）

では、３月７日に春の野外体験学習として今里

から国直までの２１ｋｍ大和村縦断に挑戦しました。

　遠行には体験留学生の小口優歌さん（５年生）も加

わり国直海岸めざして今里小を出発。海のない長野か

ら来た優歌さんは、美しい海や風景に疲れも忘れて元

気よく歩きました。

　遠行は自分の足で歩くことで、新しく発見できたも

のもありました。美しい景色以外に、空き缶やペット

ボトルなどの投げ捨てられたゴミの多さにも驚き、持

っていたナイロン袋にゴミを拾いながら歩きました。

　１４時３０分に国直海岸到着。２１ｋｍを全員が完

歩しました。国直海岸では足の痛さも忘れて、ビーチ

フラッグや相撲、サンドアートなど元気いっぱい遊ん

で過ごしました。

　遠行を終え体験留学で参加した優歌さんは「私の住

んでいる所には海がないので、黒色に近い青色の海は

とてもきれいでした。長くて少し苦しい時もありまし

たが、笑いながら歩いたり、走ったりして楽しかった

です。まだ、今里小学校の生徒ではないのに一緒に参

加できて仲良くなれてとてもうれしかったです。」と

感想を述べました。

辛さを忘れ青い海に感動

ありがっさまりょ～た！

大和村縦断２１ｋｍ遠行　～今里小～

平成２６年度鹿児島県教職員人事異動（大和村関係分）
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満
１
歳
お
め
で
と
う

こせきの窓

人 口　1,642 人（ △ 19）
男　　　 794 人（ △ １）
女　　　 848 人（ △ 18）
世 帯　 875 戸（ △ １）

３月１日現在
（前年同月比）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

長
増　

榮
造　

様
（
84
歳
・
大
和
浜
）

泉　
　

俊
隆　

様
（
79
歳
・
大
和
浜
）

村
山　

範
和　

様
（
60
歳
・
思
勝
）

今
井　

良
枝　

様
（
29
歳
・
大
棚
）

柳
沢
チ
ズ
子　

様
（
87
歳
・
大
棚
）

濱
田　

礼
子　

様
（
63
歳
・
今
里
）

畑
島　

昌
子　

様
（
73
歳
・
大
和
浜
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

長
増　

敏
洋　

様
（
故
長
増
榮
造
様
）

村
山　

米
和　

様
（
故
村
山
範
和
様
）

政　

ス
ミ
子　

様
（
故
政
敏
朗
様
）

今
井　

真
作　

様
（
故
今
井
良
枝
様
）

伊
集
院
つ
る
み
様
（
故
柳
沢
チ
ズ
子
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

政　
　

文
祐　

様
（
神
奈
川
県
）

江
浪
ま
つ
み　

様
（
兵
庫
県
）

児
玉　

初
子　

様
（
霧
島
市
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
森　

富
久　

様
（
東
京
都
）

元　
　

善
二　

様
（
東
京
都
）

勝
間
田
義
則　

様
（
千
葉
県
）

石
塚　

タ
カ　

様
（
鹿
児
島
市
）

榊　
　

美
乃　

様
（
奄
美
市
）

島島
のの

今
月
の

題
字

大
和
中
学
校
3
年
　
勝
　
純
一
さ
ん

大
和
中
学
校
3
年
　
賀
川
航
太
さ
ん

大
和
中
学
校
3
年
　
登
　
海
人
さ
ん

（や）（ま）（と）

お
ね
え
ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
お

て
ん
ば
さ
ん
に
。
ず
っ
と
健
康
で
ね
。

南
　
理り

よ

ら
世
良
さ
ん

保
護
者
・
南
光
昭
さ
ん
（
大
和
浜
）

　

平
成
26
年
度
大
和
中
学
校
生
徒
会
か
ら

３
名
の
役
員
に
題
字
を
書
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
新
生
徒
会
長
の
勝
純
一
く
ん
（
名

音
小
卒
）
に
活
動
の
目
標
を
訊
ね
る
と
「
い

つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
と
の
結

び
つ
き
を
大
切
に
し
、
清
掃
な
ど
奉
仕
活

動
を
が
ん
ば
り
た
い
」
と
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
生

徒
会
活
動
を
応
援
し
た
い
で
す
ね
。

居酒屋いっさごれ森山修二シェフ

パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
の
定
番
・
ラ
ザ
ニ
ア

　

ラ
ザ
ニ
ア
は
イ
タ
リ
ア
で
も
人
気
の
家
庭
料
理
で
お
祝
い
や
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
の
定
番
だ
と
か
。

ラ
ザ
ニ
ア
麺
と
重
ね
る
具
材
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
で
、
挽
肉
と
ソ
ー
ス
の
み
の
シ
ン
プ
ル
な

品
か
ら
シ
ー
フ
ー
ド
や
お
肉
を
何
層
に
も
重
ね
る
豪
華
な
一
品
ま
で
様
々
だ
と
の
こ
と
。

　
「
旬
の
物
な
ら
何
で
も
い
い
ん
だ
よ
」
そ
う
語
る
森
山
シ
ェ
フ
は
大
和
浜
産
の
コ
サ
ン
竹
（
大
名

竹
）
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
パ
ス
タ
と
チ
ー
ズ
、
濃
厚
な
ソ
ー
ス
に
絡
む
コ
サ
ン
竹

の
食
感
は
「
見
知
ら
ぬ
土
地
で
思
い
が
け
ず
再
会
す
る
旧
友
」
の
様
な
懐
か
し
い
感
覚
。
森
山
シ

ェ
フ
の
料
理
は
元
々
島
野
菜
が
イ
タ
リ
ア
料
理
の
食
材
で
あ
っ
た
よ
う
な
錯
覚
さ
え
覚
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
シ
ェ
フ
の
ご
案
内
も
今
回
が
最
終
回
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
取
材
に
一
年
間
お
つ
き
合

い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
島
へ
の
愛
情
溢
れ
る
料
理
を
提
供
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取
材
後
の
試
食
は
ま
さ
に
「
い
っ
さ
ご
れ
万
歳
！
」
で
し
た
（
笑
）

旬の食材盛りだくさん

《食材》
ラザニア麺・コサン竹（2,3 本）・
ナス（１本）・小エビ（100g）・キ
ノコ類（１パック）・玉葱（１個）・
ニンジン（1/4）・セロリ（一切れ）・
空豆（５本）・粉チーズ

《調味料》
ミートソース・ホワイトソース
※ 市販の缶詰で可

《調理法》
① ラザニア麺を茹でる
② コサン竹・小エビ・ナス・キノ
　コ類を塩胡椒で味を調えオリー
　ブオイルで炒めておく
③ 耐熱皿にバターを塗り茹でたラ
　ザニア麺を敷く
④ 麺の上にミートソースを塗り、
　炒めた具材をのせ、ホワイト
　ソースをかける
⑤ ④を２～３回繰り返し重ねる
⑥ 表面に粉チーズを振りオーブン
　で焼く

中
山
　
栄え
い
て
つ鉄
さ
ん

保
護
者
・
中
山
一
三
さ
ん
（
津
名
久
）

大
好
き
な
高
栄
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
命
名
。

優
し
い
人
に
育
っ
て
ね
。

す
く
す
く
と
育
て

玉
黄
金

ほ
で
て
た
め
に
な
れ

島
の
宝

や　

ま　

と
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「
デ
ィ
！
」

さ
あ
、
始
め
よ
う

「
デ
ィ
！
」
と
は
、
行
動
を
起
こ
す
際
に
呼

び
か
け
る
方
言
で
、「
さ
あ
！
始
め
よ
う
」
の

意
。「
作
業
の
合
間
の
休
憩
が
長
引
い
た
と

き
」、「
深
夜
ま
で
飲
み
会
が
続
く
と
き
」
な
ど
、

膠
着
状
況
に
あ
る
雰
囲
気
を
一
変
さ
せ
る
力

を
持
つ
不
思
議
な
言
葉
。「
デ
ィ
！
」
の
一
言

で
み
ん
な
が
動
き
始
め
ま
す
。

「
デ
ィ
！
」
が
若
者
世
代
へ
認
知
さ
れ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
平
成
15
年
の
奄
美

群
島
日
本
復
帰
50
周
年
イ
ベ
ン
ト
「
夜
ネ
ヤ
、

島
ン
チ
ュ
、
リ
ス
ペ
ク
チ
ュ
！
」。
奄
美
市
職

員
バ
ン
ド
「
サ
ー
モ
ン
＆
ガ
ー
リ
ッ
ク
」
の

二
人
が
「
デ
ィ
！
デ
ィ
！
な
ま
行
き
ょ
う
！

（
さ
あ
、
今
始
め
よ
う
！
）」
と
歌
い
、
同
イ

ベ
ン
ト
の
仕
掛
け
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ィ
！

麓
健
吾
代
表
（
あ
ま
み
エ
フ
エ
ム
放
送
局
長
）

が
「
島
に
無
い
こ
と
を
嘆
い
て
も
仕
方
な
い

じ
ゃ
な
い
か
。
今
、
僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

「
夜
ネ
ヤ
」
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
と
前
後
し
、

島
に
は
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
次
々
と
登
場
。

若
者
達
の
間
で
は
シ
マ
ウ
タ
を
見
直
し
、
先

人
を
リ
ス
ペ
ク
ト
（
尊
敬
）
す
る
機
運
が
醸
成
。

な
に
よ
り
若
者
達
の
間
に
シ
マ
ッ
チ
ュ
で
あ

る
こ
と
へ
の
誇
り
が
芽
生
え
ま
し
た
。

「
大
高
打
つ
ぞ
！
大
高
打
つ
ぞ
！
」「
デ
ィ
！

デ
ィ
！
な
ま
行
き
ょ
う
！
」

奄
美
の
代
表
的
な
シ
マ
ウ
タ
「
稲
摺
り

節
」
の
メ
ロ
デ
ィ
と
と
も
に
甲
子
園
球
場
に

「
デ
ィ
！
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

『
稲
摺
り
節
』
＆
『
デ
ィ
！
』
の
応
援
は
、

奄
美
ら
し
さ
を
表
現
し
よ
う
と
セ
ン
バ
ツ
出

場
を
機
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
親
指
を
立
て
る

し
ぐ
さ
や
両
手
を
左
右
に
手
招
く
動
作
は
ま

る
で
八
月
踊
り
を
見
る
か
の
様
。
チ
ャ
ン
ス

と
も
な
る
と
生
徒
た
ち
は
拳
を
突
き
上
げ
選

手
達
を
後
押
し
。
選
手
達
も
甲
子
園
の
大
歓

声
に
臆
す
る
こ
と
な
く
全
力
プ
レ
ー
で
応
援

に
応
え
ま
し
た
。

絶
対
に
不
可
能
と
思
え
た
「
島
か
ら
甲
子

園
」
の
夢
を
成
し
遂
げ
、
強
豪
校
相
手
に
中

盤
ま
で
互
角
に
戦
っ
た
大
高
ナ
イ
ン
た
ち
。

彼
ら
の
残
し
た
軌
跡
は
全
国
の
シ
マ
ッ

チ
ュ
に
大
き
な
感
動
と
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

夢
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
若
者
た
ち
の
姿
に
、

そ
し
て
群
島
民
が
一
丸
と
な
っ
て
応
戦
す
る

姿
に
奄
美
の
未
来
を
重
ね
合
わ
せ
た
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

次
の
10
年
へ
、「
デ
ィ
！
」。
さ
あ
、
始
め

ま
し
ょ
う
。

NPO 法人ディ！
ロゴマーク


